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第 42回研究大会要項 
 
    主  催   新潟県学校事務研究協議会 

    後  援   新潟県教育委員会 

新潟県小学校長会 新潟県中学校長会 新潟県小中学校教頭会 

新潟県小中学校ＰＴＡ連合会 

 

 

１ 期  日   令和８年８月４日（火） 
 
２ 会  場   朱鷺メッセ：新潟コンベンションセンター 

          開会式、全体会・・・４階国際会議室 

          学びと交流のブース・・・４階国際会議室・３階中会議室 

         住所 新潟市中央区万代島６番１号 

         TEL  025-246-8400 

         URL  https://www.tokimesse.com/  

 

３ 日  程 

  9:30  50 10:10  20      11:00  10       12:00     13:00        14:30  45     16:15 

受 

付 

(20) 

開
会
式 

(20) 

諸
連
絡 

(10) 

新潟県 

教育委員会 

講 話 

(40) 

休 

憩 

(10) 
全体会 

 

(50) 

昼食 

 

(60) 

学びと交流の 

ブース第１部 

 

(90) 

移 

動 

(15) 

学びと交流の 

ブース第２部 

 

(90) 

   

  ４ 開 会 式 

    １ 開式のことば 

    ２ 新潟県学校事務研究協議会長挨拶 

    ３ 来賓祝辞 

      (1)新潟県教育委員会教育長 

      (2)新潟県小学校長会長 

    ４ 来賓紹介 

    ５ 閉式のことば 
  
  ５ 来  賓  新 潟 県 教 育 委 員 会 教 育 長   太 田 勇二 様 

          新 潟 県 小 学 校 長 会 長   藤 本 高雄 様 

          新 潟 県 中 学 校 長 会 長   長谷川 裕高 様 

          新 潟 県 小 中 学 校 教 頭 会 長   浅 山 景  様 

          新潟県小中学校ＰＴＡ連合会長   板 倉 久徳 様 

 

 

  ６ 新潟県教育委員会講話                      ［新潟県教育委員会］ 

 

 

７ 全 体 会                              ［担当：理事会］ 

テーマ      ともに創る、ともに楽しむ、これからの新事研 

～軌跡を振り返り、会員とともに創り続ける「これからの新事研」を展望する～ 
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８ 学びと交流のブース 第 1部  

                                                   ［担当：研究部］ 

 

 

９ 学びと交流のブース 第２部 

                      ［担当：研究部］ 

 

ブ
ー
ス
１ 

ヒント集もっと深堀りっ 

 

Ｒ６年度研究部発行のヒント集には実践がたく

さん！「その実践もっと詳しく聞きたい！」

「もっと知りたい！！」そんなあなたは「ヒン

ト集もっと深堀りっ」でレベルアップ！ 

[会場：国際会議室] 

＜発表者＞ 
長岡市立宮内中学校 事務主幹  髙山 良恵 

小千谷市立総合支援学校 主 任  相 澤  周 

阿賀町立上川小学校 主 任 立川 将太 

小千谷市立南小学校 主 任  坪 井  崇 

関川村立関川中学校 主 事 長谷川康太 

ブ
ー
ス
２ 

業務の常識をぶち壊せ！ 

～デジタル業務革命 2026～ 

 

学校の当たり前をアップデート。 

覚醒のセッションで、生成ＡＩとデジタルを武

器にあなただけの「解」を掴め！  

[会場：中会議室 301] 

＜発表者＞ 

新発田市立猿橋中学校 

 主事 出塚 大貴 

南魚沼市立薮神小学校 

主事 小山 桃  

 

 

ブ
ー
ス
３ 

すべての子どもたちが安心できる学校づくり① 

 

特別支援教育について学びませんか？基礎基本

から学べる講義です。学校生活で起こりうる事

例から事務職員だからこそできる対応や支援、

役割を一緒に考えてみましょう。 

[会場：中会議室 302] 

＜話題提供者＞ 

津南町立芦ヶ崎小学校 

 校長 渡邊 進 様 

ブ
ー
ス
４ 

やっぱり参集だよね！集まれ同期・同年代！！ 

 

「気づき」を得たり、「解決」したりしたいこと

はありませんか？同期・同年代と自ら進んで対

話をし、「語り合える仲間がいる☆話せてよかっ

た☆」で一日を終えましょう！ 

 ［会場：国際会議室] 

 

ブ
ー
ス
５ 

効果的な校内研修を考えよう 

 

校内研修、マンネリになっていませんか？財務

に限らず、効果的な校内研修についてアイディ

アを出し合い、職員も自分もわくわくする研修

企画を一緒に考えましょう！ 

 [会場：中会議室 301] 

 

ブ
ー
ス
６ 

すべての子どもたちが安心できる学校づくり② 

 

すべての子どもが過ごしやすい環境を整えませ

んか？グループワークでは環境整備だけでな

く、特別支援に関する様々な情報交換もできま

す。学校に持ち帰って Let's Try! 

[会場：中会議室 302] 

＜話題提供者＞ 

津南町立芦ヶ崎小学校 

 校長 渡邊 進 様 
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「つながる 学ぶ レベルアップ」 

新潟県学校事務研究協議会 

会 長 熊 倉 雅 明  

 

 第 42回研究大会が盛大に開催できますことに心より感謝申し上げます。 

新事研は令和６年度に第 41 回研究大会を開催しましたが、「今後の新事研組織等の在り方について」

（令和５年９月 組織等検討委員会答申）を受け、組織体制を見直す期間を設けたことにより、令和７

年度は研究大会を開催しませんでした。上中下越で地区別での研修会はこの間実施しておりましたが、

全県での研究大会は２年ぶりの開催となります。 

上記答申では、学校事務職員が新事研に望む姿が多様化していることが示されました。それを受け、

新事研では、会員の意志確認の在り方、運営部員の組織の在り方、「学校事務の手引き」の在り方等、新

事研組織運営の改正に取り組んでまいりました。また、新たな取組として、学びたいチームでつながれ

る仕組みとして「フリー研究チーム」の発足、会員の意見や疑問を受け付ける「きかせて BOX」の設置

とそれに対する広報誌での回答、研究部による「CONNECT」の発行、「公式 LINE」の開始、新事研

Web の更新。新事研をコミュニティ組織としてより身近な存在となるよう取組を進めてまいりました。

今回の組織の見直しは明確なゴールはありません。時代に合わせて常に組織も取組も更新していくこと、

また、その更新を可能にする組織運営を行っていくことが今後も求められます。 

本大会では、新潟県教育委員会講話の他、全体会と学びと交流のブースを二部制として合計６ブース

を設置しました。全体会では、「ともに創る、ともに楽しむ、これからの新事研」をテーマに、答申を受

けてのここまで新事研の軌跡を再確認し、会員とともに歩むこれからの新事研の姿について考えていき

たいと思います。学びと交流のブースは二部制とし、「ヒント集もっと深堀りっ」「業務の常識をぶち壊

せ！」「すべての子どもたちが安心できる学校づくり（第１部・第２部）」「やっぱり参集だよね！集まれ

同期・同年代！！」「効果的な校内研修を考えよう」の全６ブースを設けました。本大会が学校事務職員

同士の「つながり」を深め、新たな「学び」を得て今後の実践につながり、「レベルアップ」する機会と

なることを願っています。 

最後になりましたが、大会の開催にあたり、御後援をいただきました新潟県教育委員会、新潟県小学

校長会、新潟県中学校長会、新潟県小中学校教頭会、新潟県小中学校ＰＴＡ連合会をはじめ、多くの関

係機関、関係諸団体の皆様方から御支援をいただいておりますことに、心から感謝とお礼を申し上げま

す。また、今大会の企画・運営に格段の御尽力をいただきました指導者、話題提供者、発表者の皆様、

そして運営部員の皆様に感謝申し上げます。 
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祝   辞 

新潟県教育委員会     

教育長 太 田 勇 二 

 

新潟県学校事務研究協議会第 42回研究大会の開催に当たり、心よりお祝いを申し上げます。 

会員の皆様におかれましては、日頃より本県の学校教育の充実と発展のため、御尽力いただいている

ことに感謝申し上げます。特に、学校現場における業務の整理・改善や業務プロセスの見直し、ICT の

活用など、効率的で質の高い事務運営に向けた取組を積極的に進めていただいていることに、改めて敬

意を表します。 

これまで、学校事務共同実施の推進により組織的な事務処理体制の構築に取り組み、学校全体におけ

る業務改善の中核を担っていただいているものと認識しております。今後も学校間での会計の相互チェ

ック機能の強化等、更なる事務処理体制の強化に努め、他の教職員との適切な業務の連携・分担の下、

校務運営への参画を一層拡大し、学校事務が確実に遂行される仕組みづくりに御尽力いただきますよう

お願いいたします。 

本研究大会を通じて、会員の皆様がさらなる専門性の向上を図られ、業務改善の視点を取り入れなが

ら、学校現場において一層活躍されることを期待しております。今後とも、本県教育の充実と発展に変

わらぬ御支援と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、本大会の成功と、新潟県学校事務研究協議会のますますの御発展を祈念し、祝辞といたしま

す。 

 
 

ともに「地域とともに学校を創造する」 

新潟県小学校長会 

会長 藤 本 高 雄 

 

新潟県学校事務研究協議会第 42回研究大会が開催されますこと、心からお祝い申し上げます。 

会員の皆様が、自らの資質・能力向上に向けて、研究協議を積み重ね、深められていることに敬意を

表します。また、事務をつかさどる専門職として、積極的に学校運営に参画され、教育活動の充実を支

えてくださっていることに感謝申し上げます。 

少し前となりますが、「学校における働き方改革特別部会（平成 30年４月）」の資料では、事務職員の

業務について「学校におけるマネジメント機能充実のため、学校組織で唯一の総務・財務に通じる専門

性を生かし、総務・財務に一定の責任をもって処理することで、より主体的・積極的に校務運営に参画

することを目指している」と整理されていました。このことは、まさに事務職員の専門性を生かした学

校運営への参画に対する期待が示されています。この資料を読んだとき、「事務職員とともに」という意

識がこれまで以上に強まりました。一方で、日々の学校現場を振り返ると、事務職員の専門性に頼り過

ぎているのではないかと感じ、反省しました。専門性が高い事務職員の皆様を頼りにしつつも、私たち

校長がより一層リーダーシップを発揮することが必要だと考えます。大会テーマ「地域とともに学校を

創造する」の実現に向け、事務職員の皆様と協働し、ともに進んでいきたいと考えます。 

最後となりますが、本研究大会が充実し、会員の皆様が資質・能力を一層向上されることをご期待申

し上げるとともに、貴会のますますのご発展を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。 
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第 42回研究大会に寄せて～子どもたちのために、共に 

新潟県中学校長会 

会長 長 谷 川 裕 高 

 

 新潟県学校事務研究協議会第 42回研究大会の開催、誠におめでとうございます。 

会員の皆様には、日ごろから各校の学校運営や各地域の教育活動に積極的に参画いただき、児童生徒や

教職員を力強く支えていただいております。厚く御礼を申し上げます。   

学校の役割は、子どもたちの幸せのために、また、未来社会の発展・充実のために、子どもたちの能力

や可能性をしっかりと伸ばしていくことであり、そのためには、管理職はもとより教職員と学校事務職

員が連携して教育活動を推進していくことが大切です。 

研究主題「地域とともに学校を創造する学校事務の追究」を掲げ、会員の皆様が主体的に取り組まれる

ことは、新潟県中学校長会運営の基本方針の一つである「『地域の特色を生かし、地域とともに歩む学校

づくり』の実現」と軌を一にするものであります。皆様の取組をしっかりと支え、校長の、そして校長

会の責任や役割を十分に果たし、子どもたちや保護者、地域のために共に取り組んでまいりたいと思い

ます。今後ともよろしくお願いいたします。 

 最後になりますが、本日の研究大会が、会員の皆様にとって実り多きものになりますこと、新潟県学

校事務研究協議会のますますのご発展、そして、会員の皆様のご健康とご活躍を祈念し、お祝いの言葉

とさせていただきます。 

 
 

中核的職務として期待すること 

新潟県小中学校教頭会 

会長 浅 山 景 

 

 新潟県学校事務研究協議会第 42回研究大会が、開催されますことを心よりお祝い申し上げます。 

 貴研究協議会からは、新潟県小中学校教頭会の活動にご理解とご支援をいただいておりますことに、

改めて感謝申し上げます。 

 さて、文部科学省は「チーム学校」の実現、学校教育の質の向上のために、事務職員を「学校経営や

教育活動を支える基幹的職員」として重要視しており、事務職員の学校経営への参画によって、学校の

総合力のさらなる向上を期待しています。 

校長や教頭等の管理職に業務が集中するのを防ぐために、事務職員は「財務や組織のプロ」として学

校経営の意思決定の場に参画することで、教頭とともに校長を補佐するマネジメント体制が構築できま

す。また、複数の学校の事務職員が連携する共同実施をとおして、事務の質の標準化と効率化を進める

ことができます。さらに、教員が抱えていた物品調達、各種申請手続きなどの事務・行事運営を事務職

員が担うことで、教員の業務負担が軽減され、子どもと向き合う本来の教育活動に専念することができ

ます。 

 このように、事務職員の職務は、学校の教育目標の達成と、教員の負担を減らし教育の質の向上を支

える中核的職務と考えております。 

 本日の研究大会が会員の皆様にとって有意義なものとなりますこと、貴研究協議会の益々のご発展と

会員の皆様のご健勝を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。 
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祝  辞 

新潟県小中学校ＰＴＡ連合会 

会長 板 倉 久 徳 

 

 新潟県学校事務研究協議会第 42回研究大会が、盛大に開催されますことを、心よりお祝い申し上げま

す。 

また、日頃より学校事務職員の皆様には、学校教育の充実と円滑な学校運営のため、御尽力いただい

ておりますことに、深く敬意と感謝を申し上げます。 

 近年、学校を取り巻く環境は大きく変化しており、教育活動の多様化や地域との連携、働き方改革へ

の対応など、学校現場にはさまざまな課題への対応が求められております。 

 そのような中で、学校事務職員の皆様が専門性を発揮し、教育活動を支えながら、子どもたちが安心

して学べる環境づくりに取り組まれていることは、大変心強いことであります。 

 また、本研究大会は、日頃の実践や成果を共有し、互いに学び合う貴重な機会であり、これからの学

校事務の充実と発展につながる大変意義深いものであると感じております。加えて、学校教育のさらな

る向上に向けた新たな視点や実践を深める機会となることを御期待申し上げます。 

 本日の研究と交流が、会員の皆様にとりまして実り多いものとなりますとともに、今後の学校教育の

さらなる充実につながりますことを御期待申し上げます。 

結びに、新潟県学校事務研究協議会のますますの御発展と、会員の皆様の御健勝、御活躍を祈念申し

上げ、お祝いの言葉といたします。 

 
 

子どもの豊かな育ちを支援する 

全国公立小中学校事務職員研究会 

会長 前 田 雄 仁 
 

新潟県学校事務研究協議会第 42回研究大会が盛大に開催されますことを心から御祝い申し上げます。 

また、新潟県学校事務研究協議会の皆様におかれましては、日ごろから全事研の活動に対しまして、

深い御理解と御協力をいただいておりますことに心から感謝申し上げます。 

さて、本会では人材育成指標モデルの策定を進めております。このモデルは事務職員が専門性を十分

に発揮し、学校運営に主体的に参画できるように資質・能力をどのように高めるかという方向性を整理・

共有することを目的としております。また、事務職員が専門職と位置付けられるためには、専門的な知

識・技能を明らかにすることが不可欠であるとの思いが起源にあります。これまでも本会や支部等の研

究においては、経験に応じた役割や、そこに必要な知識・技能が示されることはあり、キャリア形成に

おいては参考にしてきた事務職員も多いと思われます。しかし、それらは事務職員だけで検討されたも

のでありました。今回、本会が策定しているモデルは全事研アドバイザリーボードにて協議をいただく

ことで、人事権を有する都道府県教育委員会等や服務を所管する市町村教育委員会も含めて広く使われ

ることを目指しています。そして、既に策定されている教育委員会も含めて、目指す方向性が合わさっ

た人材育成指標が全ての都道府県教育委員会等で策定されていくことを願うものであります。 

結びに、本研究大会が実り多い成果を収められますとともに、新潟県の学校教育並びに貴研究協議会

のさらなる充実・発展につながることを御祈念申し上げ、御祝のことばといたします。 
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新潟県学校事務研究協議会
第42回研究大会

新潟県教育委員会

講話
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新 潟 県 教 育 委 員 会 講 話 

 

 

   新潟県教育庁 義務教育課 

課長 川 村 尚 史 様 

 

ＭＥＭＯ 
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新潟県学校事務研究協議会
第42回研究大会

全体会
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令和５年９月 組織検討委員会答申 令和６年５月 会則改正

研究大会開催方法の改革

きかせてＢＯＸ通信の発行

会費の削減

フリー研究チーム立ち上げ

きかせてＢＯＸの開設

入会・退会・休会の取扱整理

公式ＬＩＮＥの開設

Ｗｅｂのリニューアル（ＰＷ設定）

地区別研修会の充実・さらなる活性化

全体会

～軌跡を振り返り、会員とともに創り続ける「これからの新事研」を展望する～

ともに創る、ともに楽しむ、これからの新事研

理事会

【これまでの軌跡】

【これからの新事研】

ともに創る、ともに楽しむ、これからの新事研とは？？時代のニーズに応えながら
会員の声をカタチにして進化し続ける新事研を皆様とともに描きます。

17



18



19



20



21



22



23



24



25



 

ＭＥＭＯ 

 

 

 

 

 

26



つ
な
が
る

つ
な
が
る

��

学
ぶ
学
ぶ

��

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

つ
な
が
る

 

学
ぶ

 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

新潟県学校事務研究協議会
第42回研究大会

学びと交流のブース

第１部　第２部
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学びと交流のブース ―プロローグ― 

研究部 

 

 

 いよいよ２年ぶりの研究大会です。この２年の間、新事研では組織や活動の見直しに伴い、令和７年

度は研究大会を休止し、今後の在り方について改めて考える時間を設けました。検討は理事会だけで行

うのではなく、運営部員全員でグループワークを実施し、一人一人が自分の想いや意見、アイディアを

率直に出し合いました。その中では、「そもそも研究大会は必要か」という根本的な問いにも向き合いな

がら、「どんな研究大会に参加したいか」「どんな研究大会を運営したいか」について考えました。考え

は人それぞれ様々にありましたが、印象的だったのは、運営部員の多くから「いろいろな人と会いたい！」

「集まって話すのは楽しい！」「他の事務職員の話が聞きたい」という声が多く挙がったことでした。 

新事研の魅力は、様々な地域、世代の学校事務職員が、それぞれの経験や知識を持ち寄って集まり、

対話を重ねながら学び合えるところにあります。研究大会の持ち方にも、第 38・39 回研究大会のよう

に、オンライン開催という選択肢はありました。しかし、多くの運営部員の声から、自分たちが求める

「参集」の研究大会を開催することを決定しました。オンライン研修や生成ＡＩの普及により、一人で

も学びを深めることができる時代になりました。その一方で、他者との交流によって深められる学びが

確実にあること、その価値を、これまで以上に実感していたのではないでしょうか。 

 こうした思いから、今年度は大会テーマを「つながる 学ぶ レベルアップ」とし、テーマをそのま

ま形にした「学びと交流のブース」を企画しました。日々の実践や課題を共有し、互いに学び合い、知

識や意欲を高め合う場となることを目指しています。 

 

「学び」 ―自ら選び、主体的に学ぶ― 

「フェスのような楽しい研究大会にしたい！」 

気軽に参加できて、いろいろなものを吸収できる、わくわくする研究大会にしたい！――そんな思いか

ら、様々なテーマの学びの場をつくることを企画しました。 

「学びと交流のブース」は、運営部員自身の「こんなことを学びたい」という思いから企画がスター

トしています。20 を超える企画案の中から、研究部員だけでなく総務部員や理事も含めてコンペを行い、

最終的に今回の５つの企画を選び、形にしました。 

参加者は、自身の課題や関心に応じてブースを選択します。自らの意思で選び、主体的に関わること

で、学びはより深いものになると考えています。そのため、各ブースは一方的に知識を提供するだけの

場ではなく、参加者自身が関わりながら学びを得る形式となっています。 

 

「交流」 ―対話から生まれる共感と納得―  

実は、どのブースも何らかの「正解」を提示するような内容にはなっていません。提示するのは、「き

っかけ」や「手がかり」、あるいは「選択肢」です。そこから何を考え、どのような答えを導き出すかは、

参加者一人一人に委ねられています。 
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日々の業務で抱える悩みや葛藤を語り合う中で、「私だけではないんだ」と共感し合えること。異なる

視点や他者の実践に触れることで、「なるほど」と納得できること。こうした対話の積み重ねが、私たち

の学びを深めてくれると考えます。 

学校事務職員は、多くの場合１人配置であり、業務が属人的になりがちです。どのようなやり方が最

適なのか、アップデートしていく難しさもあります。また、職務は多岐にわたり、学校の状況によって

求められる対応も異なります。近年では、校務 DX の進展に伴い、生成ＡＩやデジタルツールの活用に

関わる場面も増加しています。さらに、多様な子どもたちに対し、学校としてどう配慮し、対応してい

くかという視点も重要になっています。このように様々な力が必要とされていますが、得意なことや知

識、発想は人それぞれ異なります。だからこそ、他の学校事務職員との交流は大きな意味を持ちます。

実感や実践に基づく言葉を共有し合うことで得られる学びは、非常に大きく、私たち自身の可能性を広

げてくれるものとなるはずです。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

次のページからは、各ブースの内容紹介となります。ブースで発表される内容ではなく、それぞれの

ブースに込められた意図や想いを伝えるものとなっています。 

また、私たちは、ただ学ぶのではなく、「なぜ学ぶのか」を大切にしたいと考えました。そのために、

学校事務職員や学校をとりまく現状や課題について整理し、求められる資質を理解し、共有することを

意識しました。その上で、各ブース担当者が一人の学校事務職員として日々感じている課題や疑問につ

いて、素直な気持ちを語っています。これらは、確かに一人の学校事務職員の課題かもしれません。し

かし、実は参加する皆さんとも通じる課題なのではないでしょうか。それぞれが自分なりの答えを探す

ために、ぜひ一緒に学び合っていければと思います。 
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ヒント集もっと深堀りっ 

～実践の想いやきっかけから次の実践へ～ 

研究部 ブース１ 

 

発表者 長岡市立宮内中学校  事務主幹 髙山 良恵 

小 千 谷 市 立 総 合 支 援 学 校  主 任 相 澤  周  

阿 賀 町 立 上 川 小 学 校  主 任 立川 将太  

小千谷市立南小学校  主 任 坪 井  崇 

関川村立関川中学校  主 事 長 谷 川  康 太  

 

１ ヒント集とは 

研究部では、令和６年度に「調査結果ピックアップ＆ヒント集」（以下、ヒント集）

を発行しました。これは同じく令和６年度に行った第 11回「標準的職務通知」等に

関する実態調査の回答の中から、特に注目すべき意見や実践について取り上げ、会員

の日々の取組へのヒントや気づきとしてまとめたものです。 

ヒント集には学校、個人、共同実施等での様々な実践を掲載しています。何か課題を見つけて困った

とき、新しいことに挑戦したいときに、ヒント集を覗けば、新たなヒントや気づきが見つかるかもしれ

ません。そのヒントや気づきは、きっとあなたの実践を後押ししてくれます。 

 

２ 実践共有の意義 

共同実施や研修会において、実践共有の機会が設けられることは少なくありません。それは、効果的

な学びが得られると感じている人が多いからではないでしょうか。では、実践を共有することの意義と

は何でしょうか。 

他の学校事務職員の実践を見聞きすることは、業務改善に役立つ具体的な方法やアイディアを得る機

会であり、自分では思いつかなかった視点や考え方に触れる機会となります。また、他の学校事務職員

が創意工夫を重ね、改善に挑戦している様子を知ること自体が刺激となり、「自分も何かやってみよう」

という前向きな気持ちを生み、モチベーションの向上にもつながります。つまり、実践共有は、他者の

視点や考え方からヒントや気づきを得て、一人一人が実践に踏み出すための後押しとなるものです。そ

して、実践を重ね、経験を積み重ねることで、学校事務職員としての成長が確実に促されると考えます。 

 

３ 想い・きっかけの共有  

前述したとおり、実践共有を通して他者の視点や考え方に触れ、新たな知識・アイディアを得ること

は、次の実践に踏み出すための大きな力となります。実践共有を行う上で特に重要なのは、実践の原動

力となる「想い」や「きっかけ」を示すことです。 

実践には必ず、「なぜその取組をしようと思ったのか」「どのような課題意識があったのか」といった

「想い」や「きっかけ」があります。実践者の想いに触れ、背景を知ることは、理解をより深めること
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につながります。また、想いやきっかけは、具体的な手法よりも、自身の状況に重ね合わせやすいため、

実践共有を受ける側にとって、取り入れやすい学びになります。「自分も同じ悩みや課題を抱えている」

「この視点なら自分にもできる」という気づきから、実践のきっかけを得ることができます。 

実践共有で得たものをきっかけに、新たな実践が生まれ、それを共有することで、誰かが一歩を踏み

出すきっかけとなる。そのように学びと実践が循環し、発展していくことを期待しています。 

 

４ ブース構成 

（１）実践深堀りインタビュー 

  実践深堀りインタビューでは、ヒント集に載っている実践の提供者や日々共同実施グループをまと

めている実践者を発表者に招き、ヒント集に載せきれなかった内容、日々の実践の想いやきっかけな

どについてお話しいただき、共有を行います。以下、ヒント集等に掲載した実践などを基に、今回イ

ンタビューを行う方たちへ深堀りする内容をまとめました。 

 

 

 

関川村立関川中学校 
主事 長谷川康太 

 
 
 
 
 
 
小千谷市立南小学校 
 主任 坪井崇 

 
 
 
 
 
 
小 千 谷 市 立 総 合 支 援 学 校 
  主任 相澤周 
 
 
 
 
 
 
阿賀町立上川小学校 
 主任 立川将太 
 
 
 
 
 
 
長岡市立宮内中学校 
事務主幹 髙山良恵 

 

 

学校預り金未納対応として、特別支援教育就学奨励費を学校長委任できるか

が明確に示されていなかったのですが、根拠を調べたり、他の特別支援学校か

ら情報を得たりしました。 

学校共有フォルダの構成の改善や、Google chat の活用による職員室内連絡

手段の改善、職員室内に大型モニターの導入、既存の学校メールシステムを利

用した出欠席報告手段の開設を提案しました。 

 

新採用支援の取組の紹介や、今年度始めた大規模校支援について、その模索の

様子を共有します。共同実施における「各学校への支援の在り方」について一

緒に考えましょう。 

管理職に協力していただき、職員研修で給与諸手当届出システムの操作手順

や旅費、給与、休暇を確認しました。 

メールで届いた文書について、内容を精査し全部印刷しない・一部のみ印刷す

ることを提案しました。 
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（２）グループワーク『しんじけん立ちトーク！！』 

実践深堀りインタビュー後は、参加者同士が１対１で実践をインタビューし合い、共有するグルー

プワーク『しんじけん！立ちトーク』を行います。 

インタビューする時は、自分が気になることを自由に聞くことができます。自分だったらどう考え、

行動するか、自校に置き換えて考えながらインタビューすると、実践のヒントが得られます。 

インタビューされる時は、どんな実践でも自信を持って共有しましょう！普段の整理整頓やちょっ

とした工夫も立派な実践です。その日々の工夫を知りたいと思う学校事務職員はたくさんいます。 

そしてまた、自分の実践を振り返り言語化することは、客観的に実践の価値づけを行うことであり、

自信や成長の実感を得ることにつながります。自信や成長の実感を得て、次へ踏み出す一歩をつかむ

時間にしましょう。 

 

ＭＥＭＯ  
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常識をぶち壊せ ～デジタル業務革命 2026～ 

研究部 ブース２ 

 

発表者 新発田市立猿橋中学校 主事 出塚 大貴 

南魚沼市立薮神小学校 主事 小山 桃  

 

１ こんなに便利なツールがあったのか！ 

私が生成ＡＩなどの新しいデジタルツールに出会ったとき、最初に感じたのは純粋な驚きと感動でし

た。これまで時間のかかってきた作業が、一瞬で鮮やかに片付いていく。その心地よさを知ったとき、

「この便利さをみんなで共有したい」という想いが溢れてきました。これが、本研修を企画した原動力

です。デジタルは決して難しいものや仕事を奪うものではなく、日々にゆとりを生む最高の味方です。

今回の研修が、一人でも多くの人にとって「これ、すごい！」「こんなこともできるんだ」と誰かに伝え

たくなる素敵なきっかけになることを願っています。 

 

２ これからの学校経営における学校事務職員の役割 

文部科学省の「公立学校の教育職員の業務量の適切な管理その他教育職員の服務を監

督する教育委員会が教育職員の健康及び福祉の確保を図るために講ずべき措置に関す

る指針」では、教員が教育活動に専念するための環境整備の一環として、「学校と教師の

業務の３分類」（以下、３分類）が示されています。この３分類では、学校における業務

を３つに整理し、それぞれの役割分担を明確にしています。しかし、教員から学校事務職員等へこの指

針に沿って一律に業務を割り振るだけでは、表面的な解決にとどまってしまうのではないかと考えられ

ます。そこで、３分類で示されている考え方を学校事務職員の仕事に当てはめて整理します。 

（１）身近なツールを用いた業務の進め方の見直し 

重要となるのは、形式的な業務分担にとどまらず、学校事務職員が中心となって校務システムや身

近なクラウドツールを導入し、現場の仕組みを変えていく姿勢です。 

たとえば、身近なデジタルツールの取り入れによる調査・統計への回答や広報資料作成の合理化、

共有フォルダや同時編集機能を活用した効率的な情報共有体制の構築、生成ＡＩを活用した起案サポ

ートなどが挙げられます。さらには、学校徴収金の取扱いや地域連携窓口のあり方の調整など、現場

で実践できる具体策は数多く存在します。 

（２）仕組みの改善による負担の生まれない環境づくり 

デジタルツールを用いた業務改善は、単なる一時的な課題の分担ではありません。課題発生の原因

や背景、さらには仕組みそのものを見直すことで、将来的な課題の発生を未然に防ぐ、あるいは抑制

することにつながります。 

このように学校事務職員が業務プロセスの刷新を後押しすることは、教員のマルチタスクによる負

担や伝達ミスを軽減し、児童生徒と向き合う時間を確保することに直結します。これこそが、負担の

生まれにくい円滑な学校経営の実現に向けて、学校事務職員が担う役割の一つであると考えます。 
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３ 教育ＤＸロードマップが描く未来 

３分類に基づく業務分担を現実のものとする強力な背景に、国の強力な政策的方針があります。令和

７年６月、デジタル庁・総務省・文部科学省・経済産業省の４省庁が連携し、「教育ＤＸロードマップ」

(以下、ロードマップ)の改定がなされました。このことから、学校のデジタル化が、単なる「改善案」

ではなく、国が「工程表」として示した実現すべき取組であることが分かります。このロードマップが

掲げる「誰もが、いつでもどこからでも、誰とでも、自分らしく学べる社会」というミッション、「学ぶ

人のために、あらゆるリソースを」というビジョンを学校経営に取り入れ、学校事務職員として何がで

きるかを模索し、一歩を踏み出すきっかけとなることを目指すため、ロードマップの考え方を学校事務

職員の仕事に当てはめて整理します。 

（１）「12のやめること」から「日常化」へ 

ロードマップでは、教員の負担軽減の前提として、欠席連絡の電話対応や現金徴

収、紙の会議資料配付などを含む「12 のやめることリスト」が明示され、これらを

デジタルへ置き換えていく方針が示されています。この方針を受けて、他の教職員と

協働しながら適切なデジタルツールへの移行を円滑に進め、「空気のように当たり前

のツール」として校内に定着させていくことが重要です。これにより、教員が児童生徒と向き合うた

めの時間とエネルギーを最大化させることができます。 

（２）「共有」から「協働」へのシフト 

 ロードマップでは、単に情報を見えるようにする「共有」段階から、職種を超えて共に一つの仕組

みやデータを動かす「協働」の段階へとシフトしていく重要性が示唆されています。これまでは特定

の担当者しか情報を持っていない「情報の個人持ち」の状態が多く、それが業務の停滞や教員の心理

的負担につながっていました。 

 クラウドを活用した同時編集などの環境を整えることで、お互いの進捗や意図がリアルタイムで可

視化され、無駄なすれ違いや確認作業を減らすことができます。こうした効率的な環境を提案し、教

員と共に歩む姿勢そのものが信頼関係を深め、より質の高い学校経営を支える「チーム学校」の強固

な基盤となります。 

 

４．広がる可能性とワクワクする未来へ 

本研修で紹介する事例は、これまでの校務の常識を打ち破る無限の可能性への入り口です。 

「仕方ない」と諦めていたアナログな慣習を「もっと楽に、楽しく」という探求心でアップデートし

た先には、これまで以上に自由でクリエイティブな学校現場が広がっています。デジタルの活用は、私

たちの仕事にゆとりを生み、児童生徒や教職員との笑顔の時間を増やしてくれるものです。今日感じた

ワクワク感を胸に、まずは同じ学校事務職員の仲間にその驚きをお裾分けしてください。その一歩が、

学校全体に笑顔の輪を広げ、2026年、そしてその先の未来を創る大きな力になっていきます。 
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すべての子どもたちが安心できる学校づくり 

～イマドキの子どもを理解する 「こんな子いたらどうします？どうしてます？」～ 

研究部 ブース３・６ 
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１ 特別支援教育について学びませんか  

特別支援教育とは、特別支援学級や特別支援学校に在籍する児童生徒のみを対象とするものではなく、

通常の学級に在籍する児童生徒も含め、一人一人の教育的ニーズに応じて行われる教育です。 

令和４年 12 月に文部科学省が公表した「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童

生徒に関する調査結果」によれば、全国の公立小・中学校の通常学級に在籍する児童生徒のうち、8.8%

が学習面や行動面に著しい困難を示すとされました。また、各自治体における５歳児健康診査の実施が

進む中、従来見過ごされてきた発達障害の特性のある幼児等を把握するケースの急増も予想され、発達

障害のある幼児児童生徒等に対する、就学前からの切れ目のない支援体制の構築や、学校における適切

な支援の推進、通級指導の充実等が求められています（令和６年 12 月；全国特別支援教育振興協議会 

文科省行政説明資料）。 

令和８年３月に策定された「第２期新潟県教育振興計画」では、基本理念である「一人一人を伸ばす

教育 ～一人一人の個性に応じた、質の高い豊かな教育の推進～」のもと、基本方針Ⅱとして「誰もが等

しく豊かな教育を受けられる環境の整

備」が掲げられています。新潟県では、

特別支援教育がスタートして以来、発達

障害を含む特別な支援を必要とする児

童生徒の教育的ニーズに応じ、本人の力

を最大限伸ばす指導・支援が推進されて

きました。その中で、特別支援教育に対

する理解が徐々に広がり、特別支援学校

や特別支援学級等に在籍する児童生徒、

また通常の学級に在籍し通級指導教室

を利用する児童生徒の数は増加してい

ます【図１】。 

このような状況を踏まえ、基本方針Ⅱを実現するための施策として「インクルーシブ教育システム等

の推進」が挙げられています。「インクル

ーシブ教育システム」とは、端的には、障

害のある者と障害のない者がともに学ぶ

仕組みとされており、仕組みの構築のため

には、個人に必要な合理的配慮が提供され

ること等が必要とされています。また、近

年、新潟県においても日本語指導が必要な

児童生徒は増加傾向にあります。障害のあ

る子どものみならず、一人一人の教育的ニ

ーズに応じた支援を行い、全ての児童生徒

が安心して学ぶことができる教育環境を

【図２】 

【図１】 
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整備することが求められています。 

また、通常の学級の中にも、様々な支援ニーズをもつ児童生徒が在籍していることは、次期学習指導

要領における検討過程において、中央教育審議会が提示した資料でも示されており、インクルーシブ教

育システム等の推進が重要であることがよく分かります【図２】。 

子どもの学びの根っこにはインクルーシブ教育があり、特別支援教育とインクルーシブ教育双方の視

点をもって取り組んでいくことが大切であると言えるのではないでしょうか。 

 

２ 学校事務職員ができる支援  

こうした状況の中、学校事務職員はどのように支援に関わることができるでしょうか？私たちは直接

指導する立場ではありませんが、教育環境の整備や特別支援教育就学奨励費に関する手続き、関係機関

との連携などを通して児童生徒の学びを支える役割を担っています。学校経営への参画が求められてい

る中、私たちが児童生徒一人一人の状況や、必要な合理的配慮について理解することができれば、多様

性を尊重した教育環境づくりに関わっていくことができると考えています。 

 しかしながら、私たち学校事務職員は特別支援教育についての研修機会がなかなかありません。基礎

知識がゼロに等しい方も多数で、日々学校の中で起こる様々な場面での対応に自信を持てず戸惑うこと

もあると思います。「特別支援？」「インクルーシブ？」と難しく捉えてしまうかもしれませんが、その

考え方は実は身近なところにあると思っています。 

また、インクルーシブ教育に対応した環境整備を行っているという学校事務職員も、実は多いのでは

ないかと考えています。授業用のチョークは色覚障害に対応したチョークを購入している、学校から発

出する文書は誰でも読みやすいユニバーサルフォントで統一している、という学校もあります。そんな

小さなことでも、インクルーシブ教育に対応した環境整備を行っていると言えるのでないでしょうか。 

特別な支援を要する児童生徒と接する場面も、学校という環境であれば、誰でも遭遇する機会がある

はずです。ブース担当の私も、教室に居られなくなって飛び出してしまった児童や、登校渋りで遅れて

登校した児童に対して「どうしよう、私じゃ何もできない」と、学校事務職員としてどこまで関わるべ

きなのか悩んだことがあります。対応しようとしても、先生方とは異なり深い関わりがないからこそ、

どう声をかけてよいか分からず、先生に引き継ぐまでの対応に困ったこともありました。 

そんな経験から、「児童生徒の名前と顔が一致しなくとも、少しでも心を開いてもらえる話し方や対応

を学んで、円滑な人間関係の構築をしたい」また、「特性について理解することで、支援が必要な児童生

徒はもちろん、保護者や関わる人たちの疲弊感の解消や保護者の学校への信頼につなげたい」と考え、

本研修を企画しました。この研修での学びが、「誰もが安心できる学校づくり」の視点を持つきっかけに

なれば幸いです。 

本研修では、学校生活で起こりうる事例から「より良い関わり方」や「支援のカタチ」についての話

題を提供していただき、参加者同士で一緒に考えます。対応や環境整備をはじめ、学校事務職員の実務

につながる内容などについての意見交換もできます。様々な人から学んだ知識は学校経営に参画する「ヒ

ント」です。「ヒント」をもとに明日からの実践に繋げてみましょう！Let’s Try！！ 
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＜参考資料・引用文献＞ 

・新潟県教育委員会「第２期新潟県教育振興計画」  

・文部科学省「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果について」 

・文部科学省「第４６回全国特別支援教育振興協議会 特別支援教育の充実について」 

・文部科学省（中央教育審議会）「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」 

 

 

３ ブース内容 

第１部（ブース３） 

○児童生徒の理解・対応に対する話題提供 

特性についての基礎的な理解を深めながら、学校事務職員が遭遇しそうな場面を取り上げます。場面

ごとに、児童生徒の状態や特性に起因する言動に対し、どのように対応できるか考えてみましょう。 

ＰＯＩＮＴ！！ 少しでも安心してもらえる話し方や対応を学びましょう！ 

 

    

第２部（ブース６） 

○環境整備に対する話題提供 

自校の様子を思い浮かべながら話題提供を聞き、必要に応じてメモを取りましょう。 

ＰＯＩＮＴ！！ 他校の様子も聞き、実践できそうなことを持ち帰ろう！ 

 

ＭＥＭＯ 
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やっぱり参集だよね！集まれ同年代！！ 

研究部 ブース４ 

 

１ やっぱり参集だよね！ 

皆さんが研究大会に参加する「理由」は何ですか？ 

研究大会ならではの「大学教授などによる専門的な講話を聴くことができる」「実践発表などの気にな

るテーマの研修を受けられる」などの学びがあることでしょうか。「会員だから参加するものだと思って

いた」という理由ももちろんあると思います。しかし、それだけではなく、「他市町村に勤務する同期と

久しぶりに話せる」「○○さんに会える」というように、誰かと会うことを楽しみにしている人も多いの

ではないでしょうか。 

ブース担当の私も、まさにその一人です。研究大会に参加する際は、同期に声をかけ一緒に参加する

ことが定番になっていました。大会当日も、遠くの市町村で勤務している同期や以前お世話になった先

輩、共同実施で新採用支援をした後輩などたくさんの学校事務職員と会い、研修の感想やお互いの近況

を語り合っていました。こうした「交流」をもてることが、私にとって、研究大会へ参加する楽しみと

なっていました。 

コロナ禍以降、オンライン研修が急速に普及し、私たち学校事務職員が受ける研修もオンライン開催

が増えました。移動の時間や費用がかからず参加しやすいというメリットは、広い新潟県において日々

様々な業務を抱える学校事務職員にとってとても魅力的なものです。 

しかし、様々な研修がオンライン開催に変わり、学校事務職員同士での「交流」が減ってしまい、私

はとても残念に感じました。参集型の研修なら、感想を話して「だよね！」と共感し合えたり、「また会

おうね」と言い合ったりできることが、オンラインではその場でできないことに物足りなさを感じまし

た。参集型、対面型の研修には、オンライン研修にはないメリットがあります。その最たるものが参加

者同士の「交流」です。研究大会もコロナ禍では中止やオンライン開催を経験しましたが、数年ぶりの

参集開催となった第 40 回研究大会のアンケートでは、顔を合わせて、共に学び合うことの喜びや刺激

を改めて感じたという声がありました。 

研究大会は、たくさんの刺激をもらえる場です。そして、その場で感じたことを気軽に共有し、語り

合うことができます。リアルな対話だからこそ生まれる深い共感や気づきがあります。また、顔を合わ

せて語り合える仲間がいるという心強さ、つながりも、対面だからこそ肌で感じられるのではないでし

ょうか。これこそが、参集の大きなメリットだと考えます☆ 

 

２ 集まれ同年代！！ 

 皆さんは普段、同年代の学校事務職員や同期の学校事務職員とどれくらい話をしていますか？共同実

施グループ内に、同年代の学校事務職員や同期の学校事務職員はいますか？研修会で会っていても、じ

っくり話す時間は取れているでしょうか？ 

あるとき、先輩学校事務職員から「会議等で同年代と一緒になることはあるが、会議等の内容以外の

話をする時間が取れず、日頃の悩みを相談したり、情報交換したりする時間がない。」という声を聞きま
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した。他にも、コロナ禍以降新採用研修や新任主任研修等がオンライン開催となり、「同期と会う機会が

少ない」「気軽に相談できる相手が少ない」という声も聞きました。 

私は、その話に少なからず衝撃を受けました。私は、日々の業務の中で分からないことがあると、ま

ず、同年代や同期に聞いています。「こんなこと聞いていいのかな？」という内容も、同年代や同期であ

れば聞きやすいからです。上下関係の緊張感がなく、気兼ねなく話せる関係であることが多いため、安

心して「ちょっとした確認」ができるのだと考えます。 

しかし、このように普段から連絡をとっていても、じっくり話す時間はなかなか取れていないのでは

ないでしょうか。同年代や同期に「ちょっとした確認」以外にも実は話してみたいことや聞いてみたい

ことがありませんか？「あと数年で昇任年齢だけど、○○さんはどうするのだろう」「今さら聞けないけ

ど、一日の仕事の流れをどう組んでいるのだろう」「専決権を持つ職種として、どのようなことに気を付

けているのだろう」「グループ長・副グループ長になったけど、どのような仕事をしているのだろう」

等々。そこで企画したのが、このブースです。同年代や同期は、生活状況や仕事の面でおかれている状

況や役割が近いことが多く、抱えている悩みや課題、感じているプレッシャーを共有しやすい関係にあ

ると考えます。聞きやすく共有しやすい同年代や同期と話すからこそ、悩みや課題へのヒントや安心感

を得ることができます。同年代や同期とのつながりを感じつつ、じっくり本音を語り合いましょう☆ 

 

３ ブース構成 

（１）グループトーク 

１グループ４～５人でのフリートーク（グループ内の共通キーワードあり）を行います。フリート

ークと聞くと「何を話せば良いの」「難しいテーマだと話せるかな」などと緊張しませんか？ 

  このブースでは、事前アンケートで回答した「聞きたいこと」や「悩み」をもとに、話したい内容

が共通している同年代または同期でグループを編成しました。進行役や記録役も設定していないため、

話すこと・聞くことに注力できます。グループ内の共通キーワードでざっくばらんにフリートークを

行いましょう。 

 

（２）共有 

  グループから、話した内容を１分程度にまとめて発表してもらいます。発表があると「大勢に対し

て話すことが恥ずかしい」「間違ってないかな」と思ってしまいませんか？ 

この発表は、正解を示す場ではなく、参加した学校事務職員全員と「共有」するための時間です。

他のグループに内容を伝えることで、「あ！同じ話をしている」「○○の時は××するので良いのだな」

「そんな考えもあるのか」など、たくさんの「気づき」を得られたり、グループワークで解決した悩

み等について、新しい視点やヒントをもらえたりするでしょう。また、自分だけではないと「共感」

が生まれる大事な時間です。 
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効果的な校内研修を考えよう 

研究部 ブース５ 

 

１ あなたの研修、マンネリになっていませんか？ 

現在、多くの学校事務職員が、校内研修の企画・運営を担っています。しかし、「研修で伝えているは

ずなのに、職員の意識がなかなか変わらない」といったもどかしさを感じることはないでしょうか。も

しかして、研修がマンネリになっていることが原因ではありませんか。 

「本当は研修の方法を見直したいけど、効果的な手法が分からない」「日々の業務に追われ、研修の企

画をじっくり練る時間がない」･･･。こうした状況では、毎年同じ内容や進め方を繰り返してしまい、結

果として、研修を受ける職員にとっても、新鮮さがなくなり印象に残りづらくなってしまう恐れがあり

ます。 

本研修は、学校事務機能を強化し、より適正な学校事務を組織的に遂行できる体制を構築するために、

効果的な校内研修企画を検討すること、さらに、校内研修を企画・実施するプロセスを通じ、企画力、

提案力、そして調整力を養うことをねらいとしています。一人で考えるよりも、同じ悩みを持つ仲間と

一緒にアイディアを出し合うことで、新しい視点が見つかり、学校事務職員一人一人の力がぐんと高ま

るはずです。校内研修がマンネリ化している現状を打破し、効果的な研修を実施するために、参加者全

員で考えていきましょう。  

 

２ 学校事務職員の役割と求められている力 

 昨今、学校事務職員には、主体的に校務運営に参画しマネジメント力を発揮することが強く求められ

てきました。令和８年４月に発出された「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関す

る法律の一部を改正する法律等の施行について（通知）」では、働き方改革を進めるにあたり「教師が教

師でなければできない業務に専念できるようにするためには、学校の事務機能の強化は不可欠である」

と記されています。このように、学校事務職員の役割は、マネジメント力の発揮に加え、働き方改革を

加速させ学校事務機能を強化させるための中核として、これまで以上に強く求められるようになってい

ます。学校の事務機能の強化には、校内研修は有効な手段のひとつです。校内研修を通して専門性を発

揮することで、学校全体の適正化や効率化が進み、学校事務機能の強化が図られます。 

 では、主体的に校務運営に参画するためのマネジメント力とは具体的にどんな力でしょうか。新事研

研究基本要領ＡＣＴで示しているキャリアラダーでは、経験年数に応じて求められる資質・能力が明示

されており、主事・主任層のうちから、「調整力」・「企画力」が必要とされています。学校におけるマネ

ジメントの本質は、限られた経営資源（ヒト・モノ・カネ）を最適に運用し、学校課題を解決すること

にあります。多様な教職員や関係者の意向をまとめ、組織を円滑に動かす「調整力」、学校の課題に対し

て具体的な解決策を立案する「企画力」、さらに、解決策を校務運営に反映させるための「提案力」は、

まさにマネジメント力の一部であると考えます。これらの能力をレベルアップできる格好の実践の場が

校内研修です。より効果的な校内研修を企画・検討するプロセスを通じて、これら３つの力が実践的に

養われていきます。 
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３ 校内研修についての現状と伸びしろ 

 令和６年度の「標準的職務通知等に関する実態調査」の職員に対する研修を企画・運営したことがあ

る割合は８割を超えており、研修の内容は多岐にわたりつつも、財務研修を行っている学校事務職員が

約 96％と圧倒的に多いことが分かりました。さらに、「なぜその研修を企画・運営したか」の回答を見

ると、多くの学校事務職員が「市町村の方針」「共同実施での推進」「毎年行っているから」と答えてい

ます。この回答から、多くの学校で毎年同じような研修を繰り返している可能性が高いのではないかと

考えました。教職員の異動がある学校現場において、繰り返し伝えることは、知識を定着させるために

必要不可欠です。また、市町村や共同実施で共通の資料を用いることは、組織全体で共通認識を形成し

たり、私たち学校事務職員の準備負担を軽減したりするという大きなメリットもあります。しかし、毎

年同じ内容や進め方を繰り返していると、新鮮さがなくなり型通りとなる、いわゆるマンネリ化も心配

されます。 

「毎年一生懸命伝えているはずなのに、職員の意識が変わらない･･･」「研修の効果を高めるために、

もっと工夫できないかな」という想いを抱いている方も多いのではないでしょうか。これまで校内研修

を企画・運営し、学校事務機能の強化に携わってきたからこそ感じる『もっと効果的なものにしたい！』

という想いを、次へのステップに繋げましょう。 

 

４ みんなの経験を結集！「わくわく研修企画」へ一歩踏み出そう 

研修の効果を高めるには、既存の資料も活かしつつ一工夫加えることが重要です。自校の課題や職員

のニーズと結びつけ、「いかに職員に『自分事』として捉えてもらうか」という仕掛けがカギとなります。 

「校内研修を行った結果、職員の意識が変わった」「自分の提案で予算が有効活用され、子どもたちの

環境が良くなった」そんな手応えを感じてみませんか。一人では変えることができなかった研修も、仲

間と一緒に考えることで、自校で実践するのが待ち遠しくなるような「わくわく」が詰まった研修に生

まれ変わります。これまでの知識・経験を結集させ、職員の心を動かす「わくわく研修企画書」を作成

しましょう！  
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学びと交流のブース ―エピローグ― 

 

 

各ブースはいかがだったでしょうか？ 

今大会の「学びと交流のブース」は、知識や答えを習得する「ゴール」ではなく、一人一人が問いを

持ち、対話を通して考えを深め、新たな実践・挑戦につながる「スタート」となることを目指してきま

した。 

これまでの研究大会も、もちろんこの先の方向性を示す場ではありましたが、実践を振り返り、「成果」

や「結論」を示す場という役割も大きかったのではないかと思います。今回は、あえて結論のような「答

え」や「共通の方向性」を示すのではなく、それぞれが次の一歩を踏み出すための「きっかけ」を自分

自身で考え、持ち帰ることができる場にしたいと考えました。 

また、今回参加できるブースは限られており、すべてのブースを体験することはできません。そのた

め、参加したブースだけでなく、他のブースでの学びについても、ぜひ参加者同士で共有してほしいと

思います。そうした意味でも、研究大会当日だけで終わらない「学びと交流」が続いていけば嬉しいと

考えています。 

 

学校事務職員の仕事は、一見すると定型的に感じられるかもしれません。しかし、実際には学校や子

どもたちの姿に応じてよりよい形を模索し続ける、創造性と可能性のある仕事です。今大会でも、様々

な学校事務職員の取組や考えを聞くことで、日々の工夫や実践が学校全体の働き方や教育活動に良い影

響をもたらすということを、改めて感じることができたのではないでしょうか。 

また、学校は子どもたちの学びを支える場所です。そこで働く私たち学校事務職員自身が、こうした

研究活動を通して、学び、成長することの楽しさを実感することは、必ず大きな強みとなるはずです。

今大会を通して、あらためて学ぶ楽しさを知り、一人一人の学校事務職員がいきいきと自信をもって活

躍していくことを願っています。 

 

このページのタイトルは「エピローグ」としました。物語のエピローグでは、結末の「その後」が描

かれますが、研究大会の「その後」は、皆さんにとってどのようなものになるでしょうか。今大会で得

た新たな「学び」や「つながり」が、新たな実践・挑戦として様々な場所で、様々な形で広がっていく

ことを期待しています。 

 

 

 

研究部 
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「「    新新潟潟県県学学校校事事務務研研究究協協議議会会  ロロゴゴママーークク    」」  

  

「Ｎｉｉｇａｔａ（新潟）」の「ｎ」と「Ｊｉｍｕ（学校事務）」の「ｊ」、さらには全体で新潟県の地形を表現しています。また「ｎ」

は「米どころ新潟」のイメージで、お米が２粒寄り添う形にしました。今後も全県が一丸となって、より豊かな学校事

務を創造していけるように願いを込めました。 

  空と海、水田が広がる新潟県の美しい風景と、力強く飛翔するトキを表し、青色と朱鷺色を配色しています。 

 

第４２回 研究大会 
地域とともに学校を創造する学校事務の追究 

 

令和８年８月４日発行 

 

発行者  新潟県学校事務研究協議会 

https://shinjiken.ngt.ed.jp/ 

主 催  新潟県学校事務研究協議会 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

※ この紀要の印刷はＰＤＦ入稿により実施いたしました。元画像によっては 

見えづらい場合もあります。御了承ください。 

新潟県学校事務研究協議会 
 https://shinjiken.ngt.ed.jp/ 
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内　容 会　場

開会式 ４Ｆ　国際会議室

新潟県教育委員会講話・全体会 ４Ｆ　国際会議室

学びと交流のブース１・４ ４Ｆ　国際会議室

学びと交流のブース２・５ ３Ｆ　中会議室３０１

学びと交流のブース３・６ ３Ｆ　中会議室３０２

会場案内図
４階

国際会議室

企業出展
スペース

受付
　　　　　　（来賓・県外参加者）

３階

開会式
新潟県教育委員会講話
全体会
学びと交流のブース１
学びと交流のブース４
展示ブース

中会議室３０２
学びと交流のブース３
学びと交流のブース６

中会議室３０１
学びと交流のブース２
学びと交流のブース５

会場一覧
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